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□ごあいさつ

制定：2005年1月1日

代表取締役

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4、不具合発生時は、徹底的に掘り下げて、真の原因を究明する、真の原因究明が出来なければ、有効的
な対策はできない。

１.見直そう。設備と作業の安全を！

２.努めよう。地球にやさしい環境を！

３.考えよう。ニーズに合ったコストと品質！

制定：2017年6月20日

Ⅱ.品　質　方　針

ニーズにあったコストと品質を提供し、顧客満足を得る

当社は、顧客満足を得る製品実現のため目標を設定して、品質マネジメントシステムを有効に活用し、継続
的に改善します。

3、当社の「品質」とは各グループの活動内容を活性させることである。

　原点としては文化10年に鍛冶炭問屋『葛籠屋（つづらや）』として創業したことが始まりです。
現在では一般熱処理を担う㈱ダイネツ、自動車関連部材を主として熱処理する三洋金属熱錬工業
㈱、鋼板を加工販売するダイネツ商事㈱の３社で事業展開しています。

熱処理加工で扱っている金属は特殊鋼になります。今後を見据えた場合、特殊鋼のみに特化するリ
スクを回避するため、普通鋼に目を向け鋼板の販売・加工に事業展開するために、商社としての機
能を有するダイネツ商事㈱を1984年に設立しました。

設立後は加工・梱包し客先まで配達し拡販に繋がるように、どんな細かな仕事でも受け対応しまし
た。その地道な活動が徐々に評価され、住宅関連部材の商圏を獲得。高度なユーザーニーズに応え
るため、技術・サービス・バックアップなどの総合力を磨いてきました。

しかし利益を追求するだけでは現在のダイネツは存在していません。
地域に密着・貢献してきたからこそ、どんな時代の荒波も乗り越えてきました。今後もダイネツを
応援してくれた方のご支援に応えるように歴史に名を刻むような仕事をしたいと考えています。

　　           　　　 代表取締役

１、より良いものづくりのため、現状に満足せず継続的改善を行います。

代表取締役社長

Ⅰ.会　社　方　針

【基本方針】

2、社員の能力・技能レベルアップのため、教育・訓練を実践します。
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＜環境経営理念＞

1 ．節電の推進で二酸化炭素排出量を削減します。

2 ．車両のエコドライブ等に努め二酸化炭素排出量を削減します。

3 ．ロスを最小限に抑え、材料を有効に活用します。

4 ．廃棄物の削減を図るため有効利用を検討し、環境負荷の軽減化に努めます。

5 ．水使用量の削減に努めます。

6 ．社会的課題を解決できるよう「企業価値向上」を目指します。

7 . 環境方針の周知徹底を含め、環境学習を通じた社員全員の環境意識の

向上を図ります。

2022年12月1日

代表取締役社長

＜環境保全への行動指針＞

制定日： 2005年1月5日

改定日：

　《基本理念》私たちは、自社の行う事業活動の全域で、二酸化炭素削減に向けた“地
球環境保全への　たゆまぬ配慮”に努め、品質・価格・納期と同様 《　自然と環境に優
しく　》　をモットーに、日々環境活動に取り組みお客様から信頼される企業を目指
し、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

環境経営方針

《基本理念》の実現の為、下記「環境目標」を設定し、自主的・積極的・継続的
な取組を図ります。また、環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

ダイネツ商事株式会社
代表取締役社長 山原　圭三

（２） 所在地
本　　　社 大阪府堺市堺区匠町17-7

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 総務部長 木田　和匡 TEL：072-227-1431
担当者 品証部 辻野　徳男 TEL：072-227-1431

（４） 事業内容
住宅部材を主体とした金属加工品の製造・販売

（５） 事業の規模
売上高 百万円

従業員　　　　　名 名
延べ床面積　　　㎡ ㎡

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： ダイネツ商事株式会社
対象事業所： 本　　　社
対象外： 全社対象範囲
活動： 住宅部材を主体とした金属加工品の製造・販売

□事業や製品（商品）の紹介

□有資格一覧

・プレス機械作業主任者

・仮設工業会品質管理責任者講習
・産業用ロボットの教示等特別教育

・振動関係公害防止管理資格
・騒音関係公害防止管理資格
・第一種衛生管理者

・ＩＳＯ9001内部品質監査員養成講習
・品質管理検定

本　　　社

5600

鋼板の販売・加工に事業展開するために、商社としての機能と自社工場での加工も行っていま

す。

主に住宅関連部材の加工及び販売を行っています。

・第二種電気工事士

・防災管理者講習
・ガス溶接技能講習
・アーク溶接特別教育

・クレーン運転の業務に係る特別教育
・玉掛技能講習
・フォークリフト運転技能講習

・安全管理者選任時研修

49

2023/12/20

8,660
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

《役割・責任・権限表》

2021年12月20日

■代表者（経営者）
１．環境管理責任者他必要な責任者を任命する。
２．環境経営ｼｽﾃﾑ構築・運用・維持に必要な経営
３．環境経営に関する基本理念・基本方針を制定し、基本的な環境目標を設定する。
４．環境経営システムの構築・運用に関する情報を収集し、方針・目標等システムの見直し・改訂を指示
する。
■環境管理責任者
１．環境経営最高責任者を補佐し、環境経営システムの構築と運用を図る。
２．環境経営に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図る為、環境経営推進委員会を運営す
る。
■部門推進責任者
１．自己の管理範囲内に於いて、全員参画に依る環境経営システムの運用及び管理に責務を負い、部
門内の必要な人材育成、パフォーマンスの向上を図る。
２．他部門推進責任者との連携を密にし、特に共通取組事項については積極的にその整合・推進を図
る。
■各課推進責任者
１．部門推進責任者の命を受け、環境経営システムの運用及び管理を行う。
２．具体的活動施策の立案・推進に当たっては、副推進責任者と充分協議し、その指導に当たる。
■活動計画担当者
１．各部門の「環境活動項目」決定後、該当担当項目について、毎月実績把握及び差異分析を行う。
２．Ｑ及び年間の総括時（「環境委員会」）には、その内容をコメントとしてまとめる
■全従業員
１．「環境経営方針」を理解し、「環境経営活動」の策定・実施にあたって、活動計画担当者の要請があ
る場合は協力する。
２．日常活動においては、エコアクション２１の推進に自主的・積極的に取り組む。
■環境委員会
１，４半期に１回実施担当者以上を招集し、活動状況及び目標達成報告を受けて是正が必要と判断す
れば是正指示を促す。
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□主な環境負荷の実績
期 期 期

kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社開示の係数　
※廃棄物排出量には再資源化を含む。
※化学物質は使用していません。

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇

✕

〇

〇

※都市ガスは少量のため削減目標としていません。

※一般廃棄物は焼却可燃物を削減目標の対象としています。

※原単位　日：稼働日数　個：出荷個数　　スクラップ発生率＝スクラップ重量/材料重量

122.3 111.9 100.5 111.3

小梁受ピースｽｸﾗｯﾌﾟ発
生率（シートメタル
課）

110.7
基準年度比 28期 91.5% 82.2% 91.0% 90.5%

97.0%
ℓ/人・月 1,171 1,169水道水の削減
基準年度比 37期 99.8% 91.8%

38期
1,075 1,166

二酸化炭素総排出量

原単位

44,955

km/ℓ

109,814

（目標）

期 40 期

2,218.80

原単位

（目標） （実績） （目標）

評
価

219,186

2.640

12,690.00

99.8%

620

192.86

99.6%

31期

kg-CO2 219,035

事務所棟廃棄物の削減

80,380 109,924kg-CO2

基準年度比 28期

110,144

期

37期

　一般廃棄物排出量 2,263.90 2,263.90

（基準年)

697 676

159,349

項　目 単位
37

207,831

廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

159,196

企業価値向上

kwh/日

24.7
97.5%

自動車燃料による二酸
化炭素削減【軽油】

1、3Q原単位

19,473
基準年度比

213,683

工場棟廃棄物の削減
kg 25.4 24.9 21.3 24.8

265.37 240.16

上記二酸化炭素排出量合計

基準年度比

15.48

211.93 191.80 172.40

94.5% 82.7%

2.710

2，4Q原単位 233.85

電力による二酸化炭素
削減（工場棟）

185.39

0.734

行動目標（次項による）

水使用量

17.4%
34期 96.9%

17.68 15.55

94.4%

99.4%

99.0%

kg-CO2

72.4% 98.0%

9,790.00 10,770.00

39 41

240.16 238.83

99.4%

73.0%

110,034

94.0%
45,435 39,781 45,195

2.575

2024.10.1～

48,080

99.7%

2.080 2.588

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

39,160

214,436

96.0% 60.3%

kg

km/ℓ 6.54 6.83

97.0%

1,164
97.5%

％ 18.0% 17.6%

7.24 6.83

kg-CO2 41,221 39,572 24,851 39,366

97.9% 96.3% 96.0%
17.5%

6.87
95.5%

％ 7.52%

電力による二酸化炭素
削減（事務所棟）

kg-CO2 19,590 19,395 14,184 19,199

93.5%

基準年度比

213,401

36期 98.0% 83.8%

製造部ｽｸﾗｯﾌﾟ発生率
（シャーリング課）

基準年度比 96.5%
17.0%

kwh/個

14.60

95.0%

自動車燃料による二酸
化炭素削減【ガソリ

基準年度比 37期 99.9%

7.29% 7.37% 7.25% 7.22%
基準年度比

15.40

kwh/日

2020.10.1～ 2021.10,1～ 2022.10.1～

38 39

基準値
2022.10.1～ 2023.10.1～

原単位
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減（事務所棟）

取組紹介欄

28期
39期

電力による二酸化炭素削減（工場棟）

取組紹介欄

31期
39期

タレパン加工の見直しを行い加工効率を
向上させる。

2,192

3.372.76
2.011.89

10月

2.56

4月3月

2.31

全てのQで達成出来た事は良かったです。新しいレーザー機に
よる電力量削減・新規受注での点数増加による原単位減少な
どが大きく影響する事が多い39期でした。活動として、会議での
デマンド値報告、二酸化炭素排出量の報告・掲示と数字として
見えないところを伝える事ができた事が良かったです。

△
照明の間仕切りを行う。 〇

残業時間の平準化を行い最終稼働時間を早くす
る。

〇

1,611

〇
昼休みにおける使用空調機の節電の実施

ブラインドやカーテンの利用などにより、熱の出
入りを調節

2.10
3.91

7月6月11月

9月

1,5242,455

休憩時はマシンのモーターをOFFにする。

月に一回生産会議にてデマンド値の報告を行う。

3,429 2,121

3.13 3.97
2.19

1.91
2.311.93

8月

2.27
2.74

昼休憩時(ﾚｰｻﾞｰ加工機・ﾀﾚﾊﾟﾝ非稼働時)、ｺﾝﾌﾟﾚｯ
ｻｰをOFFにする。 〇

10月 11月 12月 1月 2月

1.99 1.86

数値目標 39期は1・3Qと2・4Q共に目標を達成することが出来ました。
1・3Qは1Qは外気温が昨年より高く、3Qでは外気温が昨年より
も低かったことが目標を達成できたと考えられる。
また、2・4Qではウォームビズ・クールビズの推奨が目標達成の
要因と考えられる。
そして消し忘れ巡回回数は524回、節電量は1564.2ｋｗ、節電金
額は13158円となりました。
40期は、空気清浄機の消し忘れが多かったので、アナウンスに
力を入れていきたい。

会議室及び応接室等の消し忘れパトロールの実施

1月

〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

使用していない箇所の照明は消すようにする。

〇

7月 8月

○
年間電力量の掲示 ○

数値目標 〇

2,506

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

空調機タイマー設定 △
夏季における軽装（クールビズ）、冬季における
重ね着（ウォームビズ）など服装の工夫をして、
冷暖房の使用を抑える

〇

2,492

達成状況

9月

2,203

1.72
6月

2.82

△

2,342
2,166

5月

2,602 1,808 1,9521,778

4月3月

2.03

〇

2.19

退社時にパソコンの電源を切る。 〇

2,116 1,492
1,869 2,3903,039 1,228 1,713

12月

△

〇

【事務所棟消灯チェックPT実績表】

2月

2.11

事務所内における昼休み消灯の実施

5月

室外機設定温度の適正化 〇

2.47

2,1662,625

0

2,000

4,000

事務棟電力（kWh） 28期 39期

0.00

2.00

4.00

6.00
工場棟電力（kW） 31期 39期 使用電力量とCO2排出量推移グラフ
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自動車燃料による二酸化炭素削減【ガソリン】

取組紹介欄

28期
39期

自動車燃料による二酸化炭素削減【軽油】

取組紹介欄

31期
39期

今期は４Q以外は目標達成できました。
トータルでは目標達成となりました
また４Qも８月・９月の燃費悪化は要因がしっかり把握できてい
るので、総評はAとしました。
活動としましては各メンテナンス、配送ルート効率化、新３t車の
燃費の調査などです。
また4Qのように来期も燃費が悪化すると思うので注意して見て
いきたいと思います。

7月

燃料補給を２０リットル/回に決め軽量化を図る

冬場、窓が曇らない限りACの使用はしない。

18.67 21.11

39期は平均17.68ｋｍ/ℓの結果となり目標より2.28ｋｍ/ℓ上回っ
た。4Ｑに1台ガソリン車からハイブリット車になったので、40期
は前期より燃費向上が期待される。

11月

○

〇

タイヤの空気圧点検を１回/月行う。 〇

配達ルートの効率化を図る。 〇

向け先別での燃費調査を行う。

16.45

エアコンフィルターの自
前で清掃、綺麗になり
ました。

7.52

8月

空気圧チェック、タイヤ目視確認　1回/月　測定
記録を月末に確認し空気圧±0.5ｋｇ場合適正値
にする。

7.22 7.48

オイル、エレメント交換を5,000ｋｍ毎に交換す
る。

数値目標 〇

達成状況

17.24 15.82 15.30 18.74
15.64

○

7.79

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

7.397.72

17.52

10月 5月 6月
15.01

7月

△

6.56
11月

6.62 6.78
6.05

12月

7.42

8月

○

各車運転日報に燃費、空気圧の目標数値を記載

月末に不要な荷物を積んでいないか確認し積んで
いれば直ちに解消する

〇

○

○

ﾀｲﾔ空気圧点検継続、劣化
状況確認

アイドリング禁止シールを車内に掲示

1月

数値目標 〇

4月 9月

17.25
12.07

10月

14.0913.71
2月

14.37 13.9213.01

定期的にオイル交換（エンジンオイル・ミッショ
ンオイル）を行う。 〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

18.40 17.77 18.41

1Q毎に3t車、4t車のエアコンフィルターの清掃を
行う。

3月

〇

各車両内に「アイドリング停止」を啓発する掲示
および毎月の燃費・走行距離・目標値の掲示を行
う。

15.44

7.45 7.75 7.37 6.57
6.80

17.2614.88

3月 9月4月 5月 6月12月 1月 2月

7.54 7.32 7.47 7.18
3.82 6.58

16.92

7.44 6.16

達成状況

0.00

10.00

20.00

30.00
ガソリン原単位（km/L) 28期 39期

0.00

5.00

10.00
軽油原単位（km/L) 31期 39期
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製造部ｽｸﾗｯﾌﾟ発生率（シャーリング課）

取組紹介欄

34期
39期

小梁受ピースｽｸﾗｯﾌﾟ発生率（シートメタル課）

取組紹介欄

芯棒の変形を確認

38期
39期

事務所棟廃棄物の削減

取組紹介欄

28期
38期 143.2 83.2

加工報告の裏紙プリントの停止 △
カタログ類の郵送の停止

1月 2月

△

18.5%

100.1 104.3

4月 5月

10月

149.6
114.5 116.1

8月

〇
歩留り推移グラフを作成し掲示する。 〇

数値目標

16.1%

金型メンテ

エコポスト利用

11月 5月 6月 7月
17.9%

144.6 128.5 123.2
83.3 99.5 107.2

16.3% 16.7%
17.5%

7.71% 7.97%

18.0%

達成状況

1月

19.5%

5月

18.9% 17.8%

〇 １Q以外の月で目標達成しました。活動としては、トップエンドで
の良品選別および使用範囲の拡大、品番変更の際に出るスク
ラップ削減の行ったことで目標達成することができました。今後
も活動も継続し、メンテナンスの活動も行っていきたいと思いま
す。

スリットコイルのトップエンド内での良品の選
別。

〇

6月

17.0% 17.0% 16.3%

8.70% 7.40% 8.10%

10月 11月

13.5%
12月 1月 2月 3月 4月

161.8 126.8 139.0

6.62% 7.31% 8.10% 6.88%

12月

0.0% 0.0%

79.6

7月

19.8%

71.3 118.0

7.05% 7.13%

10月 11月 12月

6.81%

6月

〇

金型メンテナンスによる不良品発生の抑制。

8.65% 7.09%
6.02%

0.0%

8.54%
6.97%

〇
各マシンの歩留り推移グラフを作成し掲示する。 〇

梱包方法を改善しスチールバンドの使用量を削減
する。

クレーム・加工ミス削減による不良品の削減。

6.83% 7.85%

7月

数値目標

7.21%

18.0% 18.1% 17.7% 17.5%

8.82%

△ 全てのＱで目標達成することが出来ました。コイルのトップでの
良品選別による材料活用。コイルトップの切断を最小限（10ｍ
ｍ程度）に抑えてスクラップ削減。歩留まりの良い製品、良くな
い製品に合わせてコイルの大小を選別してスクラップ削減と各
Ｑで色々と活動を行ってきました。今期の活動を来期に繋がる
ように活動していきたいと思います。

トップエンドの有効活用 〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

8月 9月3月 4月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

16.4%

8.08%
2月

7.16%

在庫母材の変更による歩留まり向上

8月

5.57%

80.7

〇

〇

110.6
3月

9月

16.2%

67.2
130.2 91.6

9月

達成状況

バッカンのスクラップが再
利用できないか、チェック

取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇 39期の平均廃棄量は100.5KG/月となり、目標達成できました。廃棄

紙は790KGとなり、38期721KGより増加してしまいました。定期的に棚
整理などカタログ類を処分したものの影響があったと思われます。コ
ピー機の使用枚数は18,895枚/月でした。36期比96.1％となり、年々
使用枚数が減少しています。引続き使用枚数の確認を行いたいと思
います、また、40期はエコポストへ廃棄するものをカタログ以外にも検
討したいと思います。

裏紙の再利用 ○
コピー用紙使用枚数の把握（コピー用紙の削減）
※注力 〇

廃棄紙の中でカタログなどエコBOXで廃棄可能な
ものはエコBOXへ持って行く 〇

出荷依頼書のPDF送信化でプリントアウト枚数を
削減する

0.00%

5.00%

10.00%
シャーリング課スクラップ発生率（%） 34期 39期

0.00%

5.00%

10.00%
JPﾗｲﾝｽｸﾗｯﾌﾟ発生率（%） 34期 39期

0.0

100.0

200.0

事務所棟廃棄物（kg） 28期 38期
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工場棟廃棄物の削減

取組紹介欄

36期
39期

水道水の削減

取組紹介欄

37期
39期

製品ラベル半端分再利用

〇

ゴミ袋の中身だけを捨てる。

3月10月 11月

△

24.1
22.720.1 17.722.5 21.2

19.9
1月

25.3

達成状況

数値目標 〇
節水意識を高める為、毎月の使用量と金額および
Q毎に水に関する掲示を行う

6月
943
12月 3月

769 673

5月 9月

△

トイレ掃除の節水方法の検討。

PPバンドを再利用し、廃プラの排出量を削減。

19.1

1,000

9月

1,302

コンプレッサーの水漏れチェックを行う。 〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

23.6

○

バッカン回収時のデータ取り及び回収回数削減。 ○
数値目標 39期は手袋の変更やPPバンド、お茶の段ボールの再利用などをして

ゴミの削減をしてきましたが、40期も引き続き作業者の意見も聞きな
がら、再利用できるものや変更できるものなどがないか考えていきた
いと思います。

5月 6月 7月

排出量の正確性を高める為、バッカン投入前に計
測する。社内で扱っているもの以外はバッカンに入れな
い。

○

26.7 21.9

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標としては期中に目標変更したことで達成した。対象である水
資源は生活用水である。今期は全般的に繁忙であったことにより、稼
働時間が通常より長くなり、生活用水の使用量の増加に繋がった。そ
れに２月に発生したクラスター以降手洗いを社員全員が徹底励行した
ことにより、更に使用量としては増加してしまった。
活動としてはSDGsの掲示や来客数による水使用量の影響などを調
査して、積極的な活動をおこなった。

△
事務所棟の生活用水の水削減。 △

943
1月

ラベルの台紙をリサイクル。

12月

〇

7月

22.4 20.7 21.1
26.722.4

1,264
4月

毎日の水道メーターチェック（営業部）

1,176

20.7 33.1
18.3

散水機周りの植栽整備年2回（2Q4Q）実施（営業
部）

2月
962

8月
1,189962 1,114

〇

1,208 1,132

△

28.3

達成状況

2月

〇

4月 8月
37.0 25.1

1,250 1,094 1,113 1,173

10月 11月

1,1321,075 1,096
1,096 1,059

〇

マシン作業効率による作業時間の削減。

962

24.9

エアーを吹き込みは漏水箇所チェック⇒発見す

0

500

1,000

1,500 水道水（ℓ/人・月） 37期 39期

0.0

20.0

40.0

工場棟廃棄物（kg） 36期 39期
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【企業価値向上】

環境に配慮した生産活動

取組紹介欄

社会的課題を解決する取り組み

単位：t-CO2

個人別改善提案件数

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

購入電力による二酸化炭素推移掲示
CO2係数の低い購入電力の検討 △

緑地帯のメンテ及び増設

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○ オリックスとの契約において基本料金が上がるところを下げた上に
CO2排出量の少ないメニューに再契約出来たことによって6月以降の
CO2排出量が大きく減らす事が出来た。
【38期購入電力CO2排出量比-34％】
この結果は昨今の環境問題に対して大きく貢献出来ており、企業価
値の向上に繋がったと考えられる。
40期においては38期と比較した場合70％前後の削減になる見込み。
40期はもっと身近に活動出来る事を実施していきたい。

設備メンテ計画の立案及び実施

在庫の圧縮 ○

改善提案による効率改善 ○

〇

達成状況

5Sの推進による導線改善 ○

285 太陽光パネル考慮せず。

社用車の高燃費車への乗り換え

〇

2050年 0 0 省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

化石燃料 電力 対　策

始業前設備点検及び月間設備管理 〇

今期は目標達成手段を大きく変更して全てが新しい項目であったが
全項目予定通り進めて毎月実施おりA評価とした。
来期も同様に活動していく。

グラフ.1

現在 65 94 Jクレジット導入+ハイブリッド車+太陽光発電

2020年 80

OJT教育を１回/月行う。 ○

△

日常設備点検の実施

2030年 33 47 省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

0

200

400

2020年 現在 2030年 2050年

CO2排出量(t-CO2)

化石燃料 電力
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要望等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑怪我人運搬　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

4ｍｼｬｰにて怪我人が発生して動けない想定とし、指揮者への通報訓練・怪我人搬送訓練を実施した。
搬送終了後に消火器の使い方、避難場所の指導をした。

当該部署は若年層や特定技能生が多く、訓練を初めて行うものが半分以上であった。
今回の訓練は初歩的ではあるが、消火器がどこにあるか消火器はどうやって使うのかを理解する段階
であった、次回は今回のことを踏み台にして更にステップアップすることを期待します。

業務用空調機

廃棄物処理法
適用される法規制

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ、廃油等）
適用される事項（施設・物質・事業活動等）

なし。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

2023/9/16 工場棟

危険物の保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

木田、寅本、橋本、田中、木田、西尾司、田村、横田、松尾、河崎、アイン、トゥー、
ハーイ、グエン、前田、増井

顧客要求事項 品質管理　マネジメントシステムの運用
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

□編集後記

外部委託ではあるが、配管の総点
検を行い電熱器からの漏水発見

１年間を振り返りレポートをまとめていくと、皆が様々なことを考えて行動をしてくれていることが分かります。しかし今
期を振り返ると実施責任者だけでは判断、行動ができないことが見えてきます。例えば水漏れ点検を外注に依頼し総
点検を行う。
会社が判断し、アクションをとる事もある。この判断が遅れると更に悪影響となることが、分かった気がします。しかし、
全て管理側が判断すると、実施責任者はなにも行動しなくなる、難しいところです。

≪評価と見直し結果≫
①環境経営方針：変更なし。
②環境経営目標：環境経営目標に記載
③環境経営計画：環境経営計画書の取組結果とその評価に記載
④実施体制：現状体制を継続する。
⑤環境関連法規等の遵守状況：環境関連法規の取りまとめを行い、一覧を作成している。法規制の遵守を行っていること
を確認した。
⑥その他環境経営システムに関する事項：毎月、社長自らが現場の安全確認などを確認している。
≪総括≫
エコアクション21を2005年8月に認証取得して、丸18年が経過しました。業務を遂行しながら環境活動を実行する、いい加
減な活動であればそのまま数値に現れますが、目標値もクリアしながらの18年間の活動継続するこは非常にすばらしいこ
とです。
仮にこの環境活動を行っていなかったら、電気・水・燃料もなにも考えずに使用し、大きな会社の損失になっていたと思い
ます。
今期の今までにない活動として購入電力CO2排出量の削減するためCO2係数の低い購入電気需給契約に変更した。しか
し導入にあったっては電力料金が大幅に上昇した中で、Jクレジット導入すれば更に上昇しコストアップになる懸念があった
が、交渉により単価ダウンで切り替えに成功し、当社からのCO2総発生量も約30％とダウンと企業イメージアップに繋がり
ました。

もう一点今期の大きな活動は「水漏れカ所の発見」これに関しては管理責任者の判断遅れが大きな要因です。使用量が
通常より増加した中で、推進者が原因を特定できない、だったら外部委託して水漏れ発見のプロに任せる。使用量と給水
量のバランスが崩れた中で実施することは先ずは給水が正であることを証明する。その後、使用量側の調査である。今後
も同様な事が発生しないように対策をシッカリ願います。

2023年12月1日

※目標基準値の検討

CO2係数低い購入電力に変更

Mwh

累計総発電量

4,339Mwh
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